
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご坊さんだより 
桑名別院 本統寺 

月 

第３８号 

発行所：桑名別院 

発行人：長澤隆司 

年   月   日    日 

 

※１ 

 

さ
る
12
月
20
日
〜
23
日
ま
で
の
三
昼
夜
（
４
日
間
）

に
わ
た
っ
て
、
桑
名
別
院
の
「
報
恩
講
」
を
厳
修
い
た

し
ま
し
た
。 

 
 

【ご報告】 桑名別院報恩講厳修 

 

こ
の
た
び
の
報
恩
講
で
は
、
長
年
、
桑
名
別
院
並
び
に

教
区
内
外
の
各
種
法
要
に
雅
楽
の
奉
仕
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
「
九
華
雅
楽
会
」
が
結
成
50
周
年
を
迎
え
、 

 

記
念
の
法
要
舞
楽
が
別
院
本
堂
で
ご
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

 

雅楽の音色は世代を継ぎ ～新たな歩みへ～ 

 

九
華
雅
楽
会
結
成
か
ら
50
年
が
経
ち
、
十
数
名
に
て
結
成
さ

れ
た
当
時
を
知
る
現
役
の
楽
僧
は
２
名
。
そ
し
て
今
も 

新
た

な
十
数
名
の
楽
僧
が
加
わ
り
、浄
土
の
荘
厳
と
し
て
の
雅
楽
を
、

先
人
の
思
い
と
と
も
に
引
き
継
い
で
い
る
。
そ
の
大
変
尊
く
長

い
歴
史
の
重
み
を
感
じ
る
法
要
舞
楽
と
な
り
ま
し
た
。 

そ
し
て
九
華
雅
楽
会
と
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
特
別
な
思
い
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
結
成
当
時
の
別
院
報
恩
講
に
御
参
修
を

い
た
だ
き
、
ご
一
緒
に
記
念
写
真
を
撮
影
し
、
そ
の
後
も
長
き

に
わ
た
っ
て
ご
親
睦
を
い
た
だ
い
た
信
明
院
殿
（
大
谷
修
氏
）

に
、
こ
れ
ま
で
の
50
年
の
成
果
を
ご
披
露
し
、
節
目
と
な
る
50

年
の
記
念
撮
影
を
し
た
い
と
い
う
願
い
で
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
惜
し
く
も
昨
年
３
月
、
98
歳
に
て
信
明
院
殿
は
ご
逝
去
さ

れ
、
願
い
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、 

こ
の
た
び
、
信
悟
院
殿
（
大
谷
浩
之
氏
）
に 

御
参
修
を
い
た
だ
き
、
雅
楽
の
音
色
は
、 

信
明
院
殿
か
ら
信
悟
院
殿
へ
と
世
代
を 

継
ぎ
、
力
強
く
堂
内
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。 

 

▲【円成の挨拶】 九華雅楽会代表 阪 圓成氏 

▲【法要舞楽にご臨席】（右より順に）  

本山鍵役（大谷浩之氏）、 別院輪番（長澤隆司）、 

別院責任役員（折戸芳章氏）、本山堂衆（義盛如寿氏） 

 

▲多くの方が参詣され、満堂の中で舞楽が行われた 

▼舞人と 15名の楽僧による法要舞楽の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御
伝
鈔 

拝
読 

御
伝
鈔 

拝
読 

【上巻拝読】 長澤 隆司（桑名別院輪番）▲ 

【下巻拝読】 佐々木 大（桑名別院列座）▲ 

報恩講 法話 

 

普
段
私
た
ち
が
「
わ
た
し
の
心
」

だ
と
思
っ
て
い
る
も
の
は
全
て
、  

自
己
中
心
的
な
愛
着
、
貪
り
の
欲
。

し
か
し
、
そ
の
欲
が
あ
る
が
ゆ
え
に

「
仏
法
に
出
遇
え
た
慶
び
」
を   

味
わ
え
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。 

そ
の
こ
と
を
お
釈
迦
様
は
人
と

人身受け難し、いますでに受く。 
仏法聞き難し、いますでに聞く。 

宮
部 

渡 

氏 

梛
野 

明
仁 

氏 

宮
下 
晴
輝 

氏 

武
井 

弥
弘 

氏 

池
田 

勇
諦 

氏 

し
て
生
ま
れ
た
「
醍
醐
味
」
と
さ
れ
た
の
で
す
。 

  

琵
琶
の
演
奏
と
共
に
、
熱
の
こ
も
っ
た
迫
力
の
「
絵
解

き
」
に
よ
っ
て
、
親
鸞
聖
人
の
ご
生
涯
を
お
伝
え
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

来
年
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
か
ら
「
絵
解
き
」
の 

披
露
を
お
願
い
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

内
容
の
翻
訳
が
難
し
か
っ
た
の
は

「
自
力
他
力
」
に
つ
い
て
で
す
。 

他
力
は
我
の
無
い
世
界
。
立
っ
た 

ま
ま
両
足
の
裏
を
見
よ
う
と
す
れ 

ば
転
ぶ
の
で
す
。
転
ん
で
初
め
て
大
地
を
知
る
。
他
力
が 

分
か
る
。
仏
法
は
「
転
ば
ぬ
先
の
杖
」
で
は
な
い
の
で
す
。 

 

現
代
は
ひ
と
り
で
も
生
き
て

い
け
る
便
利
な
時
代
で
す
が
、

私
の
た
め
に
な
さ
れ
て
い
る  

は
た
ら
き
が
あ
る
か
ら
生
き
て

い
け
る
（
＝
恩
）
と
い
う
こ
と
、 

等
価
交
換
の
感
覚
を
越
え
た

音
楽
法
要 

音
楽
法
要 

三重教区合唱団「ひかり」▲ 

音楽法要にて報恩講が始まりました▲ 

世
界
が
分
か
れ
ば
、
報
（
む
く
）
い
応
じ
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
、
さ
ら
に
は
周
り
に
も
報
（
し
ら
）
せ
ね
ば
な
ら

な
い
（
＝
報
）
。
そ
れ
が
報
恩
講
。
そ
れ
は
「
遠
の
く
死
、

問
わ
れ
る
生
」
と
い
う
時
代
を
、
よ
り
深
く
、
よ
り
温

か
く
、大
事
な
こ
と
を
大
切
に
で
き
る
姿
で
し
ょ
う
。 

「
親
鸞
聖
人
讃
仰
講
演
会
」（
三
重
県
真
宗
教
学
学
会
共

催
）
で
は
、
宮
下
先
生
よ
り
、「
生
死
出
づ
べ
き
道
」
と

い
う
講
題
に
て
、
御
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

「
生
死
の
苦
」
か
ら
の
解
放
は
「
渇

愛
」
と
、
そ
の
根
本
原
因
と
し
て
の

「
無
明
」
の
消
滅
だ
と
釈
尊
は
観
察

さ
れ
た
。
無
明
を
破
る
本
願
に
よ
っ

て
渇
き
求
め
る
心
が
満
ち
足
り
る

と
は
、あ
ふ
れ
だ
す
ほ
ど
を
い
う
。 

命
よ
り
大
切
な
も
の
は
な
い

と
い
う
こ
と
も
一
つ
事
実
で
す

が
、
自
我
で
生
き
る
私
は
、
命
よ

り
大
切
な
も
の
に
出
遇
わ
な
け

れ
ば
命
そ
の
も
の
を
無
駄
に
、

無
為
に
し
て
し
ま
う
の
で
す
。 

仏
法
聴
聞
が
深
ま
る
と
は
、

問
題
が
深
ま
る
と
い
う
こ
と
。 

個
の
存
在
と
し
て
の
本
来
の
私
（
方
便
法
身
）
か
ら

呼
び
か
け
ら
れ
る
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
、
私
た
ち
は 

聞
い
て
い
る
か
、聞
く
身
に
な
れ
た
か
、
聞
こ
え
た
か
。 

 

各
座
の
ご
法
話
を
は
じ
め
、
晨
朝
後
の
法
話
や
法
要
前

の
ご
挨
拶
で
は
、
桑
名
別
院
責
任
役
員
の
方
々
よ
り
、 

報
恩
講
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
の
思
い
、
大
事
な
こ
と
を

お
確
か
め
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

今
後
も
聞
法
を
中
心
と
し
た 

 
 

片山 寛隆氏▲ 

伊藤たね子氏▲ 

別
院
輪
番

▾ 

12
月
23
日 

12
月
21
日 

22
日 

12
月
20
日 

12
月
20
日 

12
月
21
日 

真
宗
大
谷
派
教
学
研
究
所
長 

大
谷
大
学
名
誉
教
授 

岡
崎
教
区
第
１１
組 

本
澄
寺 

住
職 

 大
阪
教
区
第
15
組 

西
稱
寺 

住
職 

 

桑
名
組 

西
恩
寺 

前
住
職 

元
同
朋
大
学
学
長 

同
朋
大
学
名
誉
教
授 

京
都
教
区
石
東
組
明
覺
寺
住
職 

九
州
大
谷
短
期
大
学
副
学
長 

（
元
桑
名
別
院
輪
番
） 

12
月
20
日 

12月 20日 

12月 21日 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       

 
准堂衆 別院列座 九華雅楽会（楽僧） 

坊守会 ・ 婦人会 ・ 他 

参勤法中（教区内僧侶・教務所職員） 

式支配（座配） 

三重教区合唱団「ひかり」 

 「報恩講」へのご参詣、ご参勤、ご奉仕を賜り、おひとりおひとりのお力により本年度も別院報恩

講を無事厳修できましたこと、厚く御礼申し上げます。次年度の「報恩講」に向けて、お念仏と共に、

「知恩報徳」の一年を歩まれますよう念じ申し上げます。 

【音響設営・写真提供】 

員辨 暁 氏 

（員弁組圓光寺住職） 

お
釈
迦
様
の 

弟
子
と
な
る 

23
日
の
午
前
９
時
よ
り
大
谷

浩
之
鍵
役
の
執
行
に
よ
り
「
帰

敬
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

参
加
者
21
名
は
お
釋
迦
様
の

「
釋
」
の
字
が
冠
せ
ら
れ
た 

法
名
を
い
た
だ
き
、
新
た
な
仏

弟
子
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、

い
た
だ
い
た
法
名
の
願
い
を
大

切
に
し
て
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
が

顕
か
に
さ
れ
た
本
願
念
仏
の
御

教
え
を
生
活
の
依
り
ど
こ
ろ
と

な
る
こ
と
が
願
わ
れ
て
い
ま
す
。 【執行の辞】 仏弟子となるにあたっての願いが述べられました▲  

【法名伝達】 ▲ 【剃刀の儀】 ▲ 

様
々
な
ツ
ナ
が
り 

多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
て 

報
恩
講
を
お
迎
え
す

る
に
あ
た
っ
て
、
報
恩
講

の
当
日
だ
け
で
な
く
、
桑

名
別
院
婦
人
会
や
桑
名

組
門
徒
会
な
ど
、
多
く
の

方
々
が
事
前
準
備
や
打

ち
合
わ
せ
に
何
度
も
別

院
に
集
い
ま
し
た
。 

仏
華
講
習
会

▾ 
 

同
朋
ジ
ュ
ニ
ア
大
会
報
告

▾ 
 

お
餅
づ
く
り

▾
お
華
束
づ
く
り

  

お
斎
づ
く
り

▴
お
斎
会
場
の
様
子

  

別
院
報
恩
講
へ
の
団
体
参
拝

▾  



 

 

 

 

 ｘ 

 

 

 

 

◇ 晨朝（おあさじ）  毎日 7:00～ 

◇ 祥月経        毎日 9:00～ 

毎月 13、28 日は 13:00～、31 日は前日に兼ねます。 

加えて今月は、25 日が 13:00～、年始 1 日から７日までの期間の 

祥月経は８日に繰り下げてお勤めいたします。 

  

 
 

◇ お夕事            毎日 16:00～ 

◇ 御命日のお参り  

先門首  13 日 / 親鸞聖人  28 日 

 

ご参照ください   
◇ 御歴代御命日   

 

2 月 ２日(日) 実如上人 第 9 代 

６日(木)  彰如上人 第 23 代 

８日(土) 現如上人 第 22 代 

       ２２日(土) 乗如上人 第 19 代 
※前日の逮夜は午後３時より 

       ２９日    善如上人 第 4 代 
※２５日(火)に繰り上げます 
 
 

 

◇   聖徳太子御命日(御正当) 
  

２月２２日(土) 聖徳太子 

 

◎ 花まつり   4 月  8 日(火)午前 別院山門にて 

◎ 真宗公開講座  5 月 11 日(日) 14:00 開講 

       会場：三重県総合文化センター / 講師：一楽 真 氏 

◎ 暁天講座   7 月 17 日(木)～21 日(月) 6:20 開講 

◇ 人生講座   会費 500 円 

  ２月２日（日） 7:00 ～ 8:00 

講師  尾畑 潤子氏           
(いなべ市 泉稱寺 衆徒） 

 

 
 
◇ 同朋の会 【正信偈のことばにふれる⑩】 

  2 月 7 日（金）13:00～15:00 会費 500 円 

講師 長澤 隆司 

    （桑名別院 輪番） 

 

    
◇ 桑名別院法話のつどい  

2 月１３日（木）13:00～15:00 

講師 伊藤 康 氏 
       （いなべ市 善行寺 住職） 

 

◇ 親鸞聖人御命日のつどい  
２月２８日（金）13:00～15:00 

講師 本多 益 氏 
       （いなべ市 光明寺 住職） 

◇ 晨朝法話  
毎朝 7:00 からの勤行後  
法話 別院列座（１3 日、28 日の御命日は輪番） 

  
 

 

桑名別院 本統寺 

▶ 三重県桑名市北寺町４７番地 
▶

▶

▶ ▶

 

※ 毎月第一金曜日開講。 

次回 3 月 7 日(金) 講師 藤井 基和（桑名別院法務員） 

 

  
 
 

※毎月第１日曜日開講。 

３月２日(日) 講師 小幡 実穂 氏 (伊勢市 西光寺 坊守) 

 

 

 

法話(又は講演)のご案内 法要(お勤め)のご案内 

他の時間に祥月経をご希望の方、 
または年忌等、各種お参りをご希望の方は 
寺務所までお問い合わせください。 
 

前 日：13:00 より逮夜  
御命日：7:00 より晨朝、9:00 より日中 

 

前 日：15:00 より逮夜(兼)乗如上人御命日逮夜  

御命日： 7:00 より晨朝(兼)乗如上人御命日晨朝兼日中 

9:00 より日中 

 

前 日：16:00 より逮夜  
御命日： 7:00 より晨朝兼日中 

 

 3/ 6  仏具のお磨き  

 3/11 勿忘の鐘（有志の会） 

 3/12 清掃奉仕活動（別院婦人会） 

 3/14 仏華講習会（2024 年度第３回） 

 3/17  ～ 23 日 春季彼岸会  

         （内、法話）17 日、20 日、23 日 

  3/26  婦人会総会・物故者法要（別院婦人会）  

来月の行事予定 

今後の行事案内 


